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全
国
的
に
希
少
と
な
っ
た

木
橋
を
管
理
す
る
自
治
体
職

員
と
専
門
家
が
集
ま
り
、
技

術
や
観
光
振
興
へ
の
活
用
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
。
初

回
は
２
０
１
７
年
度
に
青
森

県
鶴
田
町
で
開
き
、
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
て
以
降
、
毎
年
開

催
。
こ
れ
ま
で
は
橋
の
保
存

や
観
光
利
用
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
が
、
今
回
は
木
橋
の

新
た
な
技
術
展
開
を
主
題
と

し
た
。日

は
函
館
高
専
で
同
校

の
平
沢
秀
之
教
授
が
講
演
。

災
害
時
の
迅
速
な
復
旧
・
復

興
に
関
わ
る
緊
急
仮
設
橋
の

必
要
性
に
触
れ
た
上
で
、
短

時
間
で
架
設
可
能
な
木
橋
の

開
発
過
程
と
成
果
、
課
題
を

紹
介
し
た
。

年
に
製
作
し
た
４
号
橋

（
木
製
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
橋
）

は
３
時
間
８
分
で
架
設
し
、

自
重
は
９
３
１
㌔
。
１
号
橋

に
あ
っ
た
鋼
板
の
溶
接
ひ
ず

み
、
２
号
橋
に
あ
っ
た
橋
軸

直
角
方
向
の
剛
性
は
改
善
さ

れ
た
が
、
ト
ラ
ス
下
弦
材
の

接
合
部
に
水
が
た
ま
り
や
す

い
課
題
が
残
っ
た
。

平
沢
教
授
は
「
歩
道
橋
だ

け
で
な
く
車
道
橋
へ
の
展
開

が
必
要
。
自
動
車
荷
重
に
耐

え
る
木
製
ト
ラ
ス
橋
の
研
究

を
進
め
る
」
と
述
べ
た
。

言
及
の
あ
っ
た
４
種
の
緊

急
仮
設
橋
を
校
内
に
設
置
し

て
い
て
、
講
演
後
に
見
学
し

た
。平
沢
教
授
と
、
製
作
に
協

力
し
た
戸
沼
岩
崎
建
設
（
本

社
・
函
館
）の
戸
沼
淳
社
長
が

案
内
役
を
担
当
。
参
加
者
は

木
橋
の
全
体
か
ら
細
部
ま
で

写
真
に
収
め
な
が
ら
、
架
設

の
過
程
や
特
徴
を
学
ん
だ
。

日
は
五
稜
郭
公
園
を
訪

れ
、
郭
内
に
あ
る
一
の
橋
と

二
の
橋
を
見
学
し
た
。

参
加
し
た
函
館
市
教
育
委

員
会
の
奥
野
進
さ
ん
は
「
五

稜
郭
に
あ
る
木
橋
は
観
光
で

多
く
の
人
が
利
用
す
る
が
、

今
後
の
維
持
管
理
が
課
題
に

な
る
。
木
橋
を
管
理
す
る
自

治
体
が
少
な
い
中
で
今
回
の

よ
う
な
情
報
交
換
の
場
は
う

れ
し
い
」
と
話
す
。

次
回
は

年
度
に
京
都
府

京
丹
後
市
で
実
施
予
定
。

年
度
は
和
歌
山
県
田
辺
市
で

開
く
。

昼
夜
問
わ
ず
災
害
対
応

横
山
興
業
や
道
南
土
木
な
ど

【
函
館
】

日
に

渡
島
・
檜
山
管
内
を

襲
っ
た
豪
雨
に
よ
る

国
道
２
路
線
へ
の
土

砂
流
入
を
受
け
、
管

内
の
建
設
業
者
が
災

害
対
応
に
当
た
っ

た
。
２
２
７
号
北
斗

市
中
山
付
近
で
は
横

山
興
業
（
本
社
・
北

斗
）
、
道
南
土
木
（
同

・
江
差
）
ら
が
復
旧
作
業
に

尽
力
。
早
期
の
通
行
止
め
解

除
に
向
け
、
昼
夜
を
問
わ
ず

作
業
を
進
め
た
。

前
線
を
伴
う
低
気
圧
の
影

響
に
よ
っ
て
道
南
全
域
で
大

雨
と
な
っ
た
。
乙
部
町
潮
見

で
は
午
後
２
時
ま
で
の
６
時

間
降
水
量
が
１
３
７
・
５
㍉

に
上
り
、
観
測
史
上
最
大
を

更
新
。
函
館
市
や
七
飯
町
、

北
斗
市
な
ど
で
は
道
路
の
冠

水
が
発
生
し
た
。

２
２
７
号
北
斗
市
中
山
―

厚
沢
部
町
旭
丘
間
で
は
４
カ

所
で
道
路
上
に
土
砂
や
倒
木

が
流
入
。
立
ち
往
生
す
る
車

も
発
生
し
、
函
館
開
建
は

・
５
㌔
区
間
で
通
行
止
め
と

し
た
。

維
持
を
担
う
横
山
興
業
と

道
南
土
木
は
復
旧
作
業
に
尽

力
。
道
路
の
清
掃
や
法
面
へ

の
土
の
う
設
置
な
ど
の
対
応

に
当
た
っ
た
。
近
隣
で
工
事

を
担
当
す
る
森
川
組
（
本
社

・
函
館
）、
石
岡
組
（
同
・
福

島
）
、若
狭
組
（
同
・
上
ノ
国
）

も
協
力
し
、

日
午
前
６
時

に
通
行
止
め
が
解
除
と
な
っ

た
。２

２
９
号
乙
部
町
三
ツ
谷

―
元
和
間
で
は
３
カ
所
で
土

砂
流
入
が
発
生
。

日
午
前

時
半
か
ら
１
・
４
㌔
区
間

で
通
行
止
め
を
実
施
し
た
。

現
地
で
は
維
持
業
者
の
道
南

土
木
が
土
砂
の
撤
去
、
土
の

う
の
設
置
な
ど
を
進
め
、

日
午
前
６
時
に
片
側
限
定
で

通
行
可
能
と
な
っ
た
。

【
函
館
】
全
国
木
橋
サ
ミ
ッ
ト
が

、

日
、

函
館
市
内
で
開
か
れ
た
。
７
回
目
で
、
道
内
初
開

催
の
今
回
は
函
館
高
専
が
主
催
し
た
。
木
橋
を
管

理
す
る
全
国
の
自
治
体
や
建
設
業
者
、
コ
ン
サ
ル

ら

人
が
参
加
し
、
災
害
時
に
短
時
間
で
架
設
で

き
る
木
ト
ラ
ス
橋
の
新
技
術
を
学
ん
だ
。

災害時に生かす新技術紹介災害時に生かす新技術紹介
短時間で架設 木トラス橋短時間で架設 木トラス橋

全
国
木
橋
サ
ミ
ッ
ト

全
国
木
橋
サ
ミ
ッ
ト

校内で架設した木橋を見学した

函館で道内初開催
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227号での応急復旧の様子。迅速に作業を進めた
（函館開建提供）

渡島・檜山管内、19日大雨で

管
内
３
団
体
に

25
日
か
ら
伝
達
式

国
交
省
の
25
年
度

道
路
功
労
者
表
彰

公
募
型
で

月
に
も
公
告

公
募
型
で

月
に
も
公
告

ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
第

期
埋
立
地
拡
張

余 市 町

容
量

万
㎥
を
増
設

【
小
樽
】
余
市
町
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
期
埋

め
立
て
地
拡
張
を
９
月
に
も
公
募
型
指
名
競
争
入
札
で
公
告
す
る
予
定
だ
。
工
期
は

カ
月
、
工
事
費
は
約
６
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

豊
丘
町
８
５
０
に
あ
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
第
２
期

埋
め
立
て
地
は
面
積
６
７
７

０
平
方
㍍
、
容
量
３
万
５
０

０
０
立
方
㍍
の
規
模
。
２
０

１
１
年
度
に
、

年
度
末
ま

で
使
用
す
る
計
画
で
供
用
を

開
始
し
た
。
埋
め
立
て
ペ
ー

ス
が
想
定
よ
り
も
速
く
、

年
度
に
容
量
を
３
万
８
４
２

６
立
方
㍍
に
引
き
上
げ
た

が
、
上
限
に
近
づ
い
て
い
る

た
め
再
度
の
拡
張
を
決
め
た
。

今
回
は
容
量
約
３
万
立
方

㍍
を
増
設
す
る
。
造
成
の
ほ

か
、
遮
水
シ
ー
ト
や
雨
水
集

排
水
、
地
下
水
集
排
水
、
浸

出
水
集
排
水
施
設
な
ど
の
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
拡
張

に
よ
り
、

年
度
ま
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

実
施
設
計
は
未
来
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担
っ
て
い

て
、
８
月
末
に
終
え
る
見
込

み
。
拡
張
の
完
了
、
供
用
開

始
は

年
度
を
目
指
し
て
い

る
。

児童らに配慮した工事を
苫 小 牧
電業協会植苗小中の現場パト

【
小
樽
】
ニ
セ
コ
町
は

日
、
「
家
じ
ま
い
」
に
関
す

る
講
演
会
を
ニ
セ
コ
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
い
た
。
地
域
課

題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
や

廃
屋
に
つ
い
て
、
建
築
、
不

動
産
、
法
律
、
行
政
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
利
活
用
を
解

説
し
た
。
参
加
者

人
が
耳

を
傾
け
た
。

北
方
建
築
総
合
研
究
所
の

五
十
石
俊
祐
主
査
は
空
き
家

の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
講

演
。
新
築
住
宅
の
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

中
古
住
宅
の
市
場
が
活
性
化

し
て
い
る
と
指
摘
。
空
き
家

の
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る
と

強
調
し
た
。

不
動
産
分
野
で
は
ト
ラ
ン

ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（
本
社
・
札
幌
）
の
今
村
敏

彦
代
表
取
締
役
が
空
き
家
の

調
査
方
法
や
売
却
依
頼
の
流

れ
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。札

幌
・
石
川
法
律
事
務
所

の
山
村
晃
一
弁
護
士
は
物
件

を
放
置
し
た
場
合
の
法
的
リ

ス
ク
を
、
道
建
設
部
住
宅
局

建
築
指
導
課
の
三
上
祥
平
主

任
は
道
の
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

【
小
樽
】
東
京
商
工
リ
サ

ー
チ
小
樽
支
店
は
２
０
２
５

年
７
月
の
後
志
管
内
企
業
倒

産
状
況
を
ま
と
め
た
。
前
年

同
月
と
同
じ
く
ゼ
ロ
で
、
２

カ
月
連
続
の
倒
産
な
し
と
な

っ
た
。

１
月
か
ら
の
累
計
は
４

件
、
１
億
７
２
０
０
万
円
。

前
年
同
期
よ
り
１
件
多
い

が
、
額
は
１
億
６
５
０
０
万

円
少
な
い
。

同
支
店
は
土
木
工
事
や
観

光
関
連
が
堅
調
と
指
摘
す

る
。
一
方
、
建
築
工
事
関
連

で
は
資
材
高
騰
や
労
働
者
不

足
が
深
刻
で
、
工
事
の
遅
延

や
延
期
、
中
止
な
ど
が
相
次

い
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

る
と
し
た
。

参
加
者

人
が
専
門
家
の
意

見
に
耳
を
傾
け
た

【
函
館
】
函
館
市
南
茅
部

地
域
の
町
内
会
長
ら
で
組
織

す
る
尾
札
部
道
路
建
設
促
進

地
域
協
議
会
は

日
、
南
茅

部
総
合
セ
ン
タ
ー
で
２
０
２

５
年
度
の
会
合
を
開
い
た
。
２

７
８
号
尾
札
部
道
路
の
早
期

開
通
に
向
け
た
要
望
活
動
や
、

清
掃
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

函
館
開
建
が
整
備
す
る
尾

札
部
道
路
は
、
尾
札
部
―
大

船
間

・
８
㌔
の
う
ち
尾
札

部
か
ら
大
船
遺
跡
付
近
ま
で

の

・
４
㌔
が
供
用
済
み
。

現
在
、
遺
跡
付
近
か
ら
大
船

ま
で
の
２
・
４
㌔
を
整
備
し

て
い
る
。

熊
谷
儀
一
会
長
は
あ
い
さ

つ
で
、
尾
札
部
道
路
の
整
備

効
果
を
説
明
。
世
界
文
化
遺

産
の
垣
ノ
島
・
大
船
両
遺
跡

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
ほ
か
、

津
波
や
噴
火
な
ど
大
規
模
災

害
が
起
き
た
際
の
早
期
避
難
、

水
産
業
の
振
興
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
と
言
及
し
た
。「
先

日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
沖

地
震
に
よ
る
津
波
警
報
発
令

時
は
、
避
難
路
と
し
て
役
割

を
発
揮
し
た
。
災
害
に
お
け

る
尾
札
部
道
路
の
役
割
は
大

き
い
」
と
一
刻
も
早
い
全
線

開
通
を
期
待
し
た
。

来
賓
の
高
橋
将
道
路
調
査

官
は

年
度
道
路
関
連
予
算

な
ど
を
説
明
。
「
尾
札
部
道

路
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
性

が
高
い
。
残
区
間
を
早
期
に

開
通
さ
せ
た
い
」と
述
べ
た
。

議
事
で

年
度
の
事
業
計

画
を
承
認
。

月
中
に
国
や

道
、
国
会
議
員
へ
整
備
促
進
、

早
期
開
通
を
求
め
る
要
望
活

動
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
機
運
醸

成
に
向
け
た
パ

ネ
ル
展
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
清

掃
活
動
な
ど
に

も
取
り
組
む
。

総
会
後
、
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
沖
地
震
に
よ

る
津
波
警
報
発

令
時
の
状
況
に

つ
い
て
意
見
交
換
。
「
道
の

駅
縄
文
ロ
マ
ン
南
か
や
べ
や

運
動
広
場
の
周
辺
は
避
難
者

の
車
で
渋
滞
が
発
生
し
て
い

た
」「
高
台
は
車
で
混
雑
す
る

の
で
、
一
時
的
に
道
路
を
一

方
通
行
に
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

【
苫
小
牧
】
苫
小
牧
市
都

市
計
画
審
議
会
は

日
、
市

役
所
で
会
合
を
開
き
、
臨
港

中
央
北
埠
頭
地
区
８
・
５
㌶

の
区
域
区
分
変
更
を
承
認
し

た
。
周
辺
一
帯
の
市
街
化
区

域
に
編
入
す
る
。
加
え
て
都

市
計
画
公
園
１
カ
所
の
廃
止

も
認
め
た
。

中
央
北
埠
頭
の
当
該
地
区

は
、公
有
水
面
埋
め
立
て
に
よ

り
生
じ
た
土
地
。
港
湾
を
管

理
運
営
す
る
た
め
臨
港
地
区

に
設
定
し
、
用
途
地
域
を
工

業
専
用
地
域
に

変
更
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。

港
町
１
丁
目

に
あ
る
都
市
計

画
公
園
３
・
３

・
６
港
公

園

（
敷
地
１
・
４

㌶
）
は
１
９
６

５
年
に
開
設
し

た
が
、
そ
の
後

近
隣
の
末
広
町
３
丁
目
２
に

で
き
た
市
民
文
化
公
園
に
住

民
の
利
用
が
移
行
。
今
後
は

埠
頭
用
地
と
し
て
活
用
し
、

港
湾
機
能
の
強
化
に
役
立
て

る
と
し
た
。

次
回
会
合
は
２
０
２
６
年

１
月
に
開
く
予
定
だ
。

【
室
蘭
】
国
土
交
通
省
は

２
０
２
５
年
度
道
路
功
労
者

表
彰
で
、室
蘭
開
建
管
内
か
ら

日
高
町
の
栄
町
商
店
街
振
興

会
と
苫
小
牧
市
の
グ
リ
ー
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
Ｒ

、
様
似
町

の
西
町
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

会
を
選
出
し
た
。

日
か
ら

順
次
伝
達
式
を
開
催
予
定
だ
。

８
月
の
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
の
一
環
で
、
道
路
の
清
掃

・
美
化
活
動
、
道
路
愛
護
啓

発
で
功
績
が
あ
っ
た
各
団
体

や
個
人
に
感
謝
状
を
贈
っ
て

い
る
。

栄
町
商
店
街
振
興
会
は
国

交
省
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
団

体
と
し
て
、
日
高
町
内
の
国

道
２
３
７
号
で
植
樹
帯
へ
の

花
植
え
な
ど
を
展
開
。
伝
達

式
は

日
午
後
１
時
半
か
ら

日
高
町
役
場
で
開
く
。

グ
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
Ｒ

は
、
国
道

号
の
苫
小
牧

市
植
苗
地
区
で
清
掃
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。
伝
達
式
は

９
月
１
日
午
後
１
時
半
か
ら

苫
小
牧
市
役
所
で
開
催
す

る
。西

町
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

会
は
様
似
町
内
の
国
道
３
３

６
号
で
植
樹
帯
へ
の
花
植
え

な
ど
道
路
の
美
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
伝
達
式
は

９
月
３
日
午
前

時
か
ら
様

似
町
役
場
で
開
く
。

い
ず
れ
も
佐
藤
徹
室
蘭
開

建
部
長
か
ら
伝
達
す
る
予
定

だ
。

要
望
活
動
な
ど

の
計
画
を
決
め

た

都
市
計
画
公
園

の
廃
止
な
ど
を

審
議
し
た

【
苫
小
牧
】
苫
小
牧
電
業

協
会
は

日
、
植
苗
小
中
学

校
大
規
模
改
修
電
気
設
備
の

現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
。

児
童
・
生
徒
に
配
慮
し
て
工

夫
し
て
い
る
点
を
確
認
し
、

安
全
作
業
の
徹
底
を
呼
び
掛

け
た
。

野
田
電
気
設
備
・
錦
戸
電

気
共
同
体
が
施
工
す
る
現

場
。
中
山
卓
也
副
会
長
や
、

苫
小
牧
市
都
市
建
設
部
設
備

課
の
小
野
寺
大
輔
主
査
ら
計

８
人
が
参
加
し
た
。

現
場
代
理
人
を
務
め
る
野

田
電
気
設
備
の
小
野
浩
喜
さ

ん
は「
壁
内
に
隠
蔽
（
い
ん
ぺ

い
）
で
き
な
い
配
線
に
は
カ

バ
ー
を
付
け
、
ボ
ッ
ク
ス
を

高
い
場
所
に
設
置
。
子
ど
も

た
ち
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
工
夫

を
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

点
検
後
は
現
場
事
務
所
で

書
類
な
ど
を
確
認
。
佐
藤
嘉

彦
技
術
・
安
全
委
員
長
は

「
丁
寧
な
仕
事
だ
っ
た
。
夏

休
み
が
終
わ
り
子
ど
も
た
ち

が
戻
っ
て
く
る
の
で
、
よ
り

一
層
安
全
に
作
業
を
進
め
て

ほ
し
い
」
と
講
評
し
た
。

【
苫
小
牧
】
苫
小
牧
地
区

技
能
士
協
会
青
年
部
会
は

日
、
新
苫
小
牧
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
第

回
納
涼
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。
会

員
の
ほ
か
一
般
市
民
を
含
め

約
１
８
０
人
が
参
加
し
、
技

能
士
へ
の
理
解
促
進
と
親
睦

を
図
っ
た
。

冒
頭
、
石
田
明
斗
部
長
は

「
今
回
で

回
目
と
な
っ
た
。

各
種
企
画
も
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の

木
村
淳
苫
小
牧
市
副
市
長
は

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
に

感
謝
し
た
い
。
暑
い
日
が
続

く
が
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
盛

り
上
が
ろ
う
」

と
呼
び
掛

け

た
。青

年
部
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、

じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
を
企
画

運
営
。
市
民
ら

と
の
歓
談
を
通

じ
て
、
技
能
士

へ
の
理
解
を
促

し
た
。

ビール飲み親睦深める
苫小牧地区技能士協会

青年部会がパーティー

早
期
開
通
へ
要
望
活
動
を

尾
札
部

道

路

建
設
促
進
地
域
協
が
会
合

後
志
管
内
倒
産

７

月

は

ゼ

ロ

東
京
商
工
小
樽

区
域
区
分
の
変
更
承
認

臨
港
中
央
北
埠
頭
地
区
8.5
ha

苫小牧市
都 計 審

石
田
部
長
の
発

声
で
乾
杯
し
た

空き家の利活用を解説
ニセコ町が「家じまい」セミナー

作業状況を確認した


